
緊急整復固定加算及び
緊急挿入加算に係る掲示事項

大腿骨近位部骨折は脳卒中と認知症と並ぶ
寝たきりの原因となる疾患です。
受傷後、早期に手術することは寝たきりを予防し、

健康寿命の延伸につながります。

大腿骨近位部骨折後48時間以内に手術を実施した件数

2024 年

82 件

当院では、大腿骨近位部骨折をされた患者様に対し、できるだけ早期に手術を行う上で下記

のような取り組みを行っています。

・術後管理の観点から、整形外科以外の診療科の医師との連携

・骨粗鬆症に対する薬剤治療の観点から、薬剤師との連携

・早期のリハビリテーションの実施の観点から、理学療法士との連携

・誤嚥防止の観点から、看護師との連携

・骨粗鬆症に対する栄養指導の観点から、管理栄養士との連携

・退院又は転院支援の観点から、社会福祉士との連携

2025年4月1日


